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IV章 サクラマス等に関する研究の足跡 

１.漁業・資源に関する研究 

１）サクラマス 

（１）サクラマスの海洋分布と漁業 

 わが国におけるサクラマス（ヤマメ）の自然分布は、北日本のみならず日本海側の山陰地

方から九州の西岸に至るまで、そして太平洋側では神奈川県小田原周辺までと広い。しかし、

銀毛化（スモルト化）して降海し、海で大きく育った回帰魚が沿岸漁業の対象となるところ

は、漁獲統計上では日本海側で福井・島根県周辺まで、太平洋側では茨城県までの海域であ

るものの、北海道と東北地方の北部での漁獲比率が著しく高い（表Ⅳ-1）。 

 

表Ⅳ-1 平成 17 年の都道府県別サクラマス生産量（概数） 

農林水産省ホームページ農林水産統計データによる。 

都道府県名 生産量（ｔ）

北海道 550
青森 175
岩手 79
宮城 29
福島 2
茨城 1
秋田 36
山形 8
新潟 2
富山 1
石川 5
福井 8
京都 1
島根 0  

 

 海洋でのサクラマス漁業は、1950 年代初めまでは沿岸での定置網や一本釣りなどに過ぎな

かった。戦後の北洋サケマス漁業の再開が契機となり、日本海沖合においても流し網や延縄

を用いた大規模なサケマス漁船漁業がスタートし、最盛期には 800 隻を越える漁船が 3 月か

ら 6 月までの漁期間に日本海に繰り出した。しかし、主要な対象魚種はカラフトマスで、ロ

シア（当時のソ連邦）との間の日ソ漁業協定の対象種として漁獲割り当て量が設定されてい

た。この漁業ではサクラマスも同時に漁獲された。協定対象種でなかったため混獲魚として

扱われたが、商業漁獲船からの漁況情報に加え、北海道および関連各県（青森～石川）の水

産試験場や水産高校の調査船からの生物調査資料や海洋調査データが徐々に蓄積され、海洋

におけるサクラマスの分布・回遊状況の一端が明らかにされた 1),2)。しかし，1970 年代後半

に 200 海里経済水域が設定され、1990 年代初めにはサケマス母川国による 4 ヶ国条約（北太

平洋における溯河性魚類の系群の保全のための条約）が発動し、サケマス漁獲は各国の 200
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海里水域内に限定されることとなった。日本海の漁場も狭められたことにより出漁船が激減

し、2000 年代になると実操業船は 10 隻を下回るほどになってしまった。これに伴い区域を

分担しながら行われていた調査船による定線調査も中止を余儀なくされ、水産庁の調査船に

よる小規模な調査が続けられてきたに過ぎない 3)。 

 わが国沿岸及び沖合でのサクラマス漁獲量は、最近まで正確な数値が得られなかった。カ

ラフトマスとともに「マス類」と集計されていたためである。1980 年頃から各市場に電算シ

ステムが導入され、魚種別の漁獲データが整備され始めた。現在、公式なサクラマス漁獲量

として公表されているのは国連食糧農業機関（FAO）の漁獲統計であるが、1980 年代に 3,000

トン前後だった漁獲量は、2000 年代には 1,000 トン前後まで減少している（図Ⅳ-1）。日本

海沖合で流し網と延縄で漁獲されていた数量は、1980 年代には 1,000 トン前後だったことか

ら、実質的な沿岸漁獲量は約 2,000 トンだった。その後沖合漁獲が減少し始めると同時に沿

岸で漁獲されるサクラマスも減少傾向を示し、沖合漁業の漁獲圧が減少しても回復の兆しは

見られていない。 
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図Ⅳ-1 日本周辺海域におけるサクラマス漁獲量 

総漁獲量は FAO の統計数値で、沖合いの漁獲量を差し引いた値を沿岸漁獲量とした。 

 

 沿岸での漁獲を地域別にみてみると、北海道が全体の約半分を占め、残りの半分が青森県

である（図Ⅳ-2）。1980 年代に比較的漁獲比率の高かった北陸方面の石川県や新潟県は近年

になって減少し、北海道や青森県、岩手県の占める割合が高まってきている。 

 

年 
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図Ⅳ-2 沿岸サクラマス漁獲量の道県別内訳の経年変化 
使用した数値は水産総合研究センターさけますセンターが各道県の協力により

収集しているデータによる。 

 

（２）海洋生活期サクラマスの資源研究 

① 資源変動に関する研究 

 前述したように、日本海に分布回遊するサクラマスの効率的な利用と管理のための資源研

究は、新潟にある水産庁の日本海区水産研究所（現在は独立行政法人水産総合研究センター

に所属）が中心となって関係道県と連係をとりながら精力的に進められた。日本海ます漁業

の終了後に開催される日本海ます類調査研究打合せ会議の場では、サクラマス資源の動向に

ついても担当者間で話し合われ、沖合と沿岸の漁獲量が集計され、生物特性データについて

も蓄積が図られた。これらデータを用いた資源診断の結果では、当時（1970 年代）の資源状

態は再生産力が低い水準にあり、好転させるためには漁獲努力量を大幅に削減する必要のあ

ることが明らかにされた 4)。また、漁況予測法の検討も行われた 5),6)。 

 その後、沖合の漁船漁業は急速に衰退し、沖合を回遊する資源研究に必要な基本データが

入手困難となるとともに研究目的も変化して、1980 年代半ばにスタートした農林水産省のプ

ロジェクト研究「マリンランチング計画」以降は、わが国における種苗放流の効果判定を含

めた効率的な資源管理を目指し、内水面の試験研究機関が中心となって調査研究が実施され

るようになった 7),8）。 

 沖合を含めた漁業実態が早くから明らかにされてきた日本海側に比べ、本州太平洋側に回

遊するサクラマスの生物特性や漁業実態は良く調べられていなかった。マリーンランチング

計画の中では、岩手県と宮城県の沿岸を回遊するサクラマスに焦点を絞って漁獲量データ、

回遊実態、漁獲魚の大きさや雌雄比の変化など基礎データが調べられた 9),10)。また、少し遅
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れてスタートした水産庁の降海性ます類増殖振興事業（昭和 59 年～平成元年）においても

統一した計画に基づいた調査により、本州各県において資源管理に必要なデータ収集が行わ

れた。 

② 分布・回遊に関する研究 

 日本海ます漁業の調査を中心と主体として、それまでに集積されていた漁獲量の時空間的

な推移や標識放流の結果など多くの研究成果に基づき、サクラマスの海洋分布と回遊経路に

ついての想定図が 1980 年代初めに作成された（図Ⅳ-3）2),11)。この中で、オホーツク海は降

海したサクラマス幼魚の唯一の越夏場であるとされた。水産庁の大型調査船が 1996 年の夏

から秋にかけてトロール網でサケマス幼魚の採集調査を行ったところ、他のサケマス類の幼

魚と同じように千島列島の太平洋側には分布がまったく認められず、オホーツク海の中だけ

で採集された 12)。また、わが国の川から放流されたリボンタグ標識魚もオホーツク海の調査

時に再捕されたことから 13)、オホーツク海が降海後の重要な生育場であることが再確認され

た。サクラマスの沖合での生息域はオホーツク海と日本海の中にほぼ限られ、北太平洋沖合

でのサクラマスの採捕報告はわずか 2 件だけで 14),15)、他のサケマス類に比較し分布域がきわ

めて狭いという特徴を持つ 16)。 

 

 
図Ⅳ-3 サクラマスの回遊想定図 

点線：春（4～6 月）、破線：夏（7～9 月）、鎖線：秋（10～12 月）、実線：冬（1～6 月）2) 。 
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 越夏場のオホーツク海から南下回遊する晩秋以降、日本海ます漁業が始まる 3 月までのの

生育場についての情報はほとんど得られなかった。3 月から 6 月までの漁期間の沖合域の分

布については、漁場の動きや調査船による分布密度調査から徐々に明らかにされてきた 1),2)。

また、この海域で再捕された魚を用いた標識放流も数多く行われ、能登半島や佐渡周辺海域

で越冬するサクラマスの回遊方向が明らかにされ、一部はロシア沿海州の河川に向かうなど

いろいろな地域の群が混合していると推定された 17),18)。太平洋側でも 1980 年代以降、漁獲

される魚の移動経路や起源河川を調べる目的で標識放流試験が行われた。岩手県沿岸から放

流された標識魚は、茨城沖まで南下したものから、津軽海峡を抜けて日本海側の山形や秋田

の沖まで広範囲に回遊することが明らかになった 19)。 

 日本系サクラマスの降海後の回遊経路については、長期飼育により大型の幼魚として放流

できるようになったことから、タグ標識（主にリボンタグ）を装着しての放流が 1980 年代

半ば以降数多く行われ、幼魚の北上回遊コースや越冬場所が明らかにされた。特に、越冬場

所として津軽海峡周辺の海域の利用度合いの高いことが確かめられた 20)。 

③ 年齢査定法の研究 

 資源解析や資源管理をする上で年齢構成の把握は重要な調査項目である。日本のサクラマ

スは、大部分が浮上してから 1 年間を河川で過ごしてから降海し、海洋生活 1 年を経て母川

回帰する。河川生活期間の長さは 1 年から 3 年で、分布の北側で長く、南側ほど短い傾向を

持つことが知られている 2)。しかし、淡水域の生育環境の多様性を反映して、年齢査定に用

いる鱗の模様が不明瞭な個体が多く、研究者間で年齢の判定法に混乱が生じていた 21)。年齢

査定法の標準化への試みが続けられた結果、問題は残っているものの一定の基準が作成され
22),23),24)、読み取りの精度は高まった。 

 一方、海洋生活期間についても、鱗相の読み取り方の違いを反映して混乱してきた。数多

くの沖合での調査結果から、わが国の研究者は従来から 1 年であることを確信していた。し

かし、鱗相分析結果に基づき、ロシアの河川や沿岸には海洋生活期間 1 年のほかに、2 年と

3 年の個体も存在すると主張する研究者もいて見解の不一致がみられていた 2)。わが国では

標識を付けたスモルト放流魚の回帰により、海洋生活が1年に限られることが確かめられた。

しかし、これら同じ放流群の回帰魚の中にさえ、海洋生活期の休止帯がまったく存在しない

ものから複数認められるものまで、多様な鱗相が出現することが明らかにされた 25)。近年に

なって、ロシアの研究者の中からも、鱗相分析と成長履歴から判断して海洋生活期間はほと

んどが 1 年で、回帰魚体サイズの大きな違いは海洋での成長率の違いにより生じるとの見解

が報告されるように変化してきている 26)。 

④ 資源構造の研究 

 海洋で漁獲されるサクラマスは様々な地域の河川を起源とするものが混じり合っている

ため、適切な資源管理を行うにはその魚群構造を明らかにする必要がある。起源の解明には、

標識放流によって直接追跡する方法のほかに、集団遺伝学的手法、生物標識としての寄生虫

学的検討、鱗相分析、形態形質比較や漁獲の経時・地域変化からの分析などいくつかの手法

が用いられる。 
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 鱗相分析による方法では、前述した淡水生活期の年齢の違いにより、大まかに北方起源と

南方起源を区別することが可能である。北海道区水産研究所と北海道中央水産試験場は、淡

水期の年齢に加えて、海洋生活期の休止帯の有無、海洋生活移行時の鱗相の乱れの有無の 3

つの要素の組み合わせ、鱗相の型分けの基準を作成した 27)。この型分けにより魚群構造の経

時的な変化を解明する試みが北海道で行われている 28)（図Ⅳ-4）。 

 集団遺伝学的手法として、アイソザイム（酵素の遺伝的多型）を用いて、日本の主要な河

川の特性が明らかにされ 29)、沿岸で採捕されたサクラマスの資源構造解明が試みられた 30),31)。

得られた遺伝学的情報に他の生物特性（性比や鱗相分分析結果）を加えて検討することによ

り精度が向上すると思われる。近年はＤＮＡ分析の有効性がサクラマスにおいても確かめら

れてきていることから 32),33)、海洋での集団構造解明への応用が期待される。 

 

 

図Ⅳ-4 日本海ます調査船の流し網で採捕されたサクラマスからの鱗採取 
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２）ビワマス 

ビワマス漁業に関する研究は、滋賀県水産試験場により大正 2 年から 5 年までの 4 年

間にわたり実施された「鱒漁業試験及漁場調査」が最初のものと考えられる 1) 。この調

査は、明治 41 年から刺網を用いたビワマス漁が行われ始めて次第に盛んになっていっ

たことから、実際に刺網を使用して漁具漁法の実態を調査したものである。刺網の素材

や漁業水域さらには網の設置水深などについて詳細な調査が実施されている。その後、

ビワマスの漁業や資源に関する研究は長く実施されなかった。昭和 25 年になり末富・

大杉 2) は、姉川に産卵遡上した親魚 122 尾の鱗を用いて年齢組成を調査し、年齢範囲は

2＋（2 年魚*）から 5＋（5 年魚*）で、その 8 割は 3＋（3 年魚*）と 4＋（4 年魚*）である
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と報告している。Miura et al.3) は琵琶湖のビワマスにおける生産速度の推定を試み、1969
から 1971 年にかけての年間生産量が 123.3～30.9×10６Kcal であり、年間総摂食量が 870
～949×10６Kcal であったと報告している。また、琵琶湖総合開発事業に先立って実施さ

れた琵琶湖生物調査団の報告書 4) では、漁獲対象は 60％以上が 2＋で残りが 3＋であり、

1＋と 4＋はほとんど漁獲されていないと述べてられている。澤田 5) はビワマス稚魚の標

識放流により 0＋の資源量推定を実施し、1996 年における 0＋（0 年魚*）のビワマス資源

は 34 万尾から 44 万尾の範囲にあり、約 16％が種苗放流に由来する稚魚であるとしてい

る。 
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